○映像
手書きアニメーション
セリフ等なし。BGMと映像で表現。

○動画時間
5分15分程度
ベートーベンの『月光』に合わせて
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○音楽
ベートーベンの『月光』

○作品のテーマ
PTSDになった日本兵の末路。

PTSD
戦闘恐怖（戦闘行動での恐怖・不安によるもの）
戦闘消耗（行軍など、戦闘での疲労によるもの）
軍隊不適応（軍隊生活への不適応によるもの）
私的制裁（軍隊生活での私的制裁によるもの）
自責念（軍事行動に対する自責の念によるもの）
加害による罪責（加害行為に対する罪責感によるもの）


○あらすじ
太平洋戦争後、生き残ったある兵士が故郷に帰還する。
戦場に生き残って喜ぶ家族たちや婚約者とは裏腹に、その瞳に生気はなかった。
太平洋戦争末期の時代、村の男が徴兵により、男手が少ない中
村に住む勇一朗は、村の手伝い（農業などの村の雑務）や子供たちに勉強などを教える優しい青年だった。だが、そんな家族の元に再び赤紙が来る。








○登場人物
・森下 勇一朗（主人公）
田舎の農村に住む青年（18歳）。村で一番の働き者で、村の雑務や年下の子供達の勉強も教える。それは、戦地で亡くなった父の教訓「男は強く、弱気を助ける」を心に刻み村を守ろうとしていた。しかし、赤紙が届き兵士として、戦地に派遣される。終戦後、勇一朗は生き延びる。
だが戦地でのトラウマが彼を苦しみ、以前の様な村で頼れる姿は、見る影もなく一日中家に引きこもっている。

上月 (こうづき) 光 (ひかり)
主人公と幼馴染の女の子。お互い惹かれあい、戦争が終わったら婚約する約束をしていた。戦地から戻って変わり果てた勇一朗を見て、彼女は戸惑うのだった。

・わんぱく
勇一朗と同じ田舎の農村に住む青年。村一番の暴れん坊で、年下の子供や
同級生のメガネをいじめる。だが、勇一朗にいつもコテンパンにやり返される。
赤紙が届き兵士として、戦地に派遣される。

・メガネ
勇一朗と同じ田舎の農村に住む青年。気弱な少年で、いつもわんぱくにいじめられるが、いつも勇一朗に助けてもらっている。
赤紙が届くが、兵士になるための訓練についていけず、そして上官の厳しい指導に追い詰められる。

